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　　正木 ゆきさん（㈱もっと 代表取締役）�
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女性のチャレンジ支援講座�２００７年１２月１日（土）開催�

岡山の思い出�

　岡山は私にとって第二の故郷だと思っています。小学４

年生の時に三勲小学校（岡山市）へ１年ほど通いました。

大阪生まれの大阪育ちで自然を知らなかった私は、岡山で

初めてれんげの蜜を吸ったことは末だに忘れません。私の

中では、岡山は自然溢れる街というイメージがずーっとあ

ります。でも、自分が何処に住んでいたかはわからないん

です。両親も亡くなっており、知る者がいません。以前、

講演で岡山へ来た時「僕も三勲小です」という人が主催者

の中にいて、三勲小学校へ連れて行ってくれまして、久し

ぶりに小学校を見たんです。「うわーこんな所やったんか」

と記憶を戻して、私の家は何処かなと思って探したんです

けどわからないんです。「探偵ナイトスクープに出すわ」

と言いながらも、結局見つかりませんでした。�

�
起業へのアドバイス�

　起業のコツは根性一発です。今は起業もしやすくなって

います。でも、安易な気持ちで会社を起こすのは絶対やめ

た方がいいと思います。なぜかというと、会社を立ち上げ

るのは簡単ですが、会社を潰す時はすごいお金が要ります。�

　起業する場合、自分１人の場合は屋号を作るだけで会社

組織にする必要もありませんが、会社組織を考えた場合、

そこで働く社員の生活もかかってくるので、何があっても

社員は守り抜く、何があっても会社は潰さないという気持

ちが必要です。ほんまに根性です。会社の社長は苦しい時

もいっぱいあります。その代わり楽しいこともいっぱいあ

ります。どっちが大きいかと言うと、周りから見たら苦し

い時の方が多かったかもしれませんが、案外苦しいことは

忘れて、楽しいことを多く憶えています。実際、社長に

なっていなかったら会えなかったであろう人に会えたり、

出来なかったであろうことが出来たりといろいろなことが

ありました。�

　起業しようかどうかという時、もし勤めをしていれば、

その会社の社長を見てください。サラリーマンは基本的に

自分の会社の社長の給料を超えることは出来ません。です

から、社長自身があなたの望むような生活をしているか。

あなたが思っている生き方をしているか。キラキラしてい

るか。あなたの理想と一致していれば、勤め続けてもいい

と思います。しかし、その社長が「う－ん？」と思うよう

な人でしたら、考えた方がいいかもしれません。それが別

の会社を選ぶということなのか、独立することなのかはわ

かりません。いろいろと相談をして最終的に決めるのは自

分自身です。�

�
私の夢�

　私の夢はマイビーチでイルカを飼うことです。イルカが

大好きなんです。とても癒されます。以前、大阪にある「海

遊館」へ取材に行った際に、イルカの飼育係と仲良くなり

まして「正木さんがイルカを飼う時は、僕が飼育係やった

るわな」と言ってくれましたので１人は飼育係を見つけて

います。「マイビーチでイルカ飼うねん」とずーっと言い

続けていたら、私の誕生日にスタッフが「イルカと泳がし

たるわ」と言って、和歌山県の串本の方にあるイルカと

一緒に泳げる所へ連れていってくれました。イルカに乗っ

て、抱きついて、背びれにつかまって、本当に癒されまし

た。�

　夢は叶うって言うでしょ。「叶」という字は口に十と書

きます。みなさんも、何でも思ったことを言ってください。

不思議なもので、口に十回出したら叶うんです。全部が叶

うわけではないけど、叶うための人々が近寄って来るとい

うのは本当だと思います。�

　パート・派遣社員から企業の重役まで様々なキャリアを積み重ね、現在は5人の子どもを持つシングルマザー社長として、関西

を中心に活躍する正木ゆきさんから、起業ノウハウや夢への想いなどを元気いっぱいにお話していただきました。�

●自分の事を好きになる。自分が好きじゃないと他人は

好きになってくれませんよ。�

●運がいいと思うこと。ツイていると思う事。きっとそ

う思うことでいい事がおこることでしょう。�

　　お金のかからない自分で出来る事です。�

　　まず出来る事からはじめてみましょう。�

誰にでも簡単にできるので、やってみよう！�

�

「夢をもとうよ！ ～元気☆勇気☆本気～」�講演�

講師�

プロフィール�

大阪府出身。シングルマザー社長として、ラジオ番組をはじめ、様々な企画・制作を手掛

ける。また、関西の様々な分野で活躍する女性５０人を紹介した「元気！　勇気！　本気！」の

出版や女性の起業・育児をテーマにした講演会活動などで活躍中。�

正木 ゆきさん （㈱もっと 代表取締役）�

まさ�き�
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ワーク・ライフ・バランスは人生のデザイン�

　ワーク・ライフ・バランスとは自分が主導権を握って、

自分の時間を割り振って、仕事、プライベート、家庭など

をうまく融合させ、良い影響を与えられるように自分の人

生をデザインしていこうというものです。�

　人生で何が大切なのかは、人によって異なりますが、次

の４つの領域を考えていくと良い人生になるのではないか

ということです。仕事はとても大切ですし、健康や自己啓

発も重要です。また、人生良い時もあれば悪い時もあり、

その悪い時に誰が助けてくれるのかと言うと、やはり友人

や家族です。それから社会貢献、あるアメリカ人は「遺産

を残す」という表現をしておりましたが、お金を残すとい

うことではなく、次の世代により良い社会を残すというよ

うな意味に捉えています。�

�

�

�

�

�

�

４つのボール（領域）をジャグリング�

　人生の中で、この４つのボール（領域）をジャグリング

のように落とさないよう上手く回していくことがワーク・

ライフ・バランスであると東京スターバンク頭取のタッド・

バッジさんは語っていました。４つのボールは大きかった

り小さかったりします。仕事に油がのっているときや責任

ある仕事を任されたときは、「仕事」というボールが大き

なものになり、若い頃は「自分」というボールが大きかっ

たり、高齢になったら健康に時間を使うようになるかもし

れません。子どもが生まれたときには「人間関係」という

ボールが大きくなります。�

�

メンタルヘルスとの関わり�

　ワーク・ライフ・バランスはストレスマネジメントでも

あります。例えば、共働きの女性はとても大変です。しか

し、仕事と子育ての２つの世界があることによって救われ

ていると言う女性も多いのです。子どものいろいろな問題

があっても、仕事をしていると子どもの問題を忘れられ、

逆に子どもと一緒に遊んでいると仕事のことを忘れられる。

それは人生の中でいろいろな活動領域を持っている人の方

がストレスが少ないということです。その意味でワーク・

ライフ・バランスを推進することは、個々の会社にとって

も非常に重要な問題となっており、国民全体のメンタルヘ

ルス問題へと繋がっています。�

�

足るを知る�

　私たちが住んでいる社会は「もっともっと」という社会

です。仮に50㎡の家を買ったとします。その時はすごく

嬉しいけれども、隣の家が65㎡あったりすると、もっと

大きな家に住みたいと思うようになるんですね。また、車

を所有していないときは色も形もこだわらない、動けばい

いと。でも、だんだんともっといい車に乗りたいと思うよ

うになります。つまり、もっといいものを持ちたいと思わ

せる社会に私たちは住んでいます。それが消費社会です。

しかし、それで本当に豊かな人生が送れるのでしょうか。

そこから「足るを知る」というところに自分の意識を変え

ていかなくてはいけません。常にもっといい車を持って、

もっと大きな家に住んで、もっとお金もたくさん持ってい

たいと考えるのではなくて、自分にとっての十分を考える。

すると、お金はこれぐらいにしておいて、あとは時間を

もって、その時間で自分の趣味を豊かにしたい等。自分自

身の「足るを知り」、その基準をもって自分の人生を生き

ることが、主導権を持って自分の人生をデザインすること

に繋がるのではないかと思います。時代の変化やプレッ

シャーに過度に反応せずに、自分なりの「足るを知る」と

いうことをお勧めしたいと思います。�

  仕事、家庭、地域など様々な活動について、自らが希望するバランスで展開できるワーク･ライフ･バランス社会とはどのような

社会なのか。内閣府のワーク・ライフ・バランスに関する専門調査会委員を務める大沢真知子さんにお話いただきました。�

ワーク・ライフ・バランス講演会�２００８年１月２６日（土）開催�

４つの�

領　域�

①仕　　事�

②自　　分（健康・自己啓発）�

③人間関係（家族・友人）�

④社会貢献�

「個人が主役！ワーク・ライフ・バランス社会って何？」�
　 ～仕事もプライベートも大切にできる社会をめざして～�

講演�

講師�大沢 真知子さん （日本女子大学人間社会学部現代社会学科教授）�

ま� こ�ち�おお�さわ�



　年２回「広報たまの」に掲載される男女共同参画ページ「ら・めーる」。平成7年に女性情報ページとして初

めて登場し、翌年、公募によりページのタイトルを「ら・めーる」としました。これまでに延べ27名の市民編

集委員が携わってきました。平成19年・20年度の担当である安部一子さん、藤田かおるさん、雁木美千代さん

にお話を伺いました。�

…………………………… みんなに参加してもらって、もっと知ってほしい ………………………………�

　30代、40代、50代と年代の違いを生かしながら、編集作業を行っているみなさん。４～５回の会合の中で

企画、取材、記事の執筆などをこなしています。『たまの参画フェア』の特集では写真をモザイクのように構成

し、たくさんの市民の方が登場しました。「市民が登場することで、関心を持ってもらえるように」「みんなに元

気になってもらえるような紙面をつくっていきたい」「たくさんの人に参加してもらって、もっと共同参画につ

いて知ってほしい」「男性にも編集委員として参加してもらいたい」と口々に語る編集委員のみなさん。「ら・

めーる」がより多くの人たちに親しんでもらえるページとして発展していくといいですね。�

（取材：情報コーナー　小林）�

たくさんの人たちに知ってほしい�
～広報たまの 「ら・めーる」 編集委員 （玉野市）～�

安部一子 さん�

かず�こ�あ� べ�

藤田かおる さん�

ふじ�た�

雁木美千代 さん�

み� ち� よ�がん�ぎ�

�

「ら・めーる」の編集に関わろうと�

思った動機は？�

安部　地元の造船会社に20年間勤

務しながら、家事・育児をこなす中

で、子どもが小中学校時代に辛い時

期を送ったことがあり、自分自身も

悩みました。仕事・家事・育児をこ

なし、夫、舅、姑に仕えた昔の女性

を“偉い”とする夫の考え方もなか

なか変わりません。次世代の人たちのためにも環境づく

りをしていきたいと思いました。�

藤田　知りあいだった前任者から声をかけられました。

男女の役割はあって当然だと思っていたので、最初は「男

女平等」ということがしっくり来なかったのですが、い

ろんな考え方を知ってみようかなと

思ったのがきっかけです。�

雁木　以前は働いていたのですが、

一人目の出産の時は育児休業を取得し、

仕事に復帰しまし

た。二人目の出産

を機に退職しまし

たが、このまま家

にいるよりは、や

はり何かの社会活動に参加していた

いと思ったんです。�

�

編集作業をしていく中で感じることは？�

安部　共働きをしている子育て中の夫婦を取材したので

すが、育児中はパートタイム勤務へ転向するなど会社の

理解を得て、見事に仕事と子育てを両立しておられまし

た。出来上がった記事を見て本当にうれしかったです。

今後、理解のある企業が増えることを願っています。�

藤田　以前はコミュニケーションが

苦手だったのですが、積極的に人の

考えを聞いてみようかなと思うよう

になりました。家庭では家事を手伝

ってくれる夫を寛容な目で見てきま

した。夫の影響か、男の子も女の子

も料理をす

ることがあります。�

雁木　まだ子ども

が小さいので、他

の編集委員さんに

負うところも多

いですが、自分

自身の中に新し

い発見もあります。

特にテレビや新

聞などに出てくることばには敏感に 目を留めるよう

になりました。�
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あ�べ�かず�こ� ふじ�た� がん�ぎ�み�ち�よ�
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受 講 生 募 集 �

●平成２０年度 キャリアアップ講座 （女性のチャレンジ支援事業）�

５月 ７日（水）～ ６月１２日（木）�

１１月１２日（水）～１２月１８日（木）�

１月２０日（火）～ ２月２６日（木）�

５月１４日（水）～ ６月１９日（木）�

９月１８日（木）～１０月２４日（金）�

４月１５日（火）～ ４月１８日（金）�

１０月２８日（火）～１０月３１日（金）�

１２月１６日（火）～１２月１９日（金）�

４月２３日（水）～ ４月２６日（土）�

８月１９日（火）～ ８月２２日（金）�

�

岡山地区�

�

津山地区�

倉敷地区�

ウィズセンター、西日本電子計算学院第１ビル�

ウィズセンター、ＴＡＣ岡山校�

ウィズセンター、専門学校ビーマックス創立記念館�

津山男女共同参画センター 「さん・さん」�

水島勤労福祉センター�

応募資格：子育て等でいったん仕事を中断し、再就職を希望している女性で全期間出席できる方�

内　　容：●ス キ ル 編　パソコンエクセル検定３級程度の技術を学びます。�

　　　　　●アビリティ編　就職活動の仕方や再就職に際しての予備知識を学びます。�

　　　　　　　　　　　　　『働く前に知っておきたいワークライフセミナー』�

　　　　　　　　　　　　　　「ビジネスマナー」「応募書類の書き方」「労働契約・社会保険・税金」「面接対策」「求人の状況」等�

受 講 料：無　料 （教材費は実費負担）�

受講期間：２２日間 （１日５時間）�

定　　員：２８名 （選考により決定）�

講座日程�

応募資格：再就職、起業、転職、社会貢献、NPO等にチャレンジしたい女性で、全期間出席できる方�

内　　容：●ス キ ル 編　パソコンエクセル、ワード、パワーポイントの基礎を学びます。�

　　　　　●アビリティ編　自分らしい働き方を探すための知識を学びます。�

　　　　　　　　　　　　　『実現したい【自分☆】を考えるワークライフセミナー』�

　　　　　　　　　　　　　　「マイキャリアを再確認」「コミュニケーションスキル」「接客マナー」「夢にチャレンジ」等�

講座日程�

※申し込み方法等、詳しいことはウィズセンターへおたずねください。�

　問い合わせ先　就業相談窓口 ： ０８６－２３５－３３０９�

※受講料、受講期間、定員等は再就職応援コースと同じです。�

６月２５日（水）～ ７月３１日（木）�

１月２７日（火）～ ３月 ５日（木）�

６月 ３日（火）～ ６月 ６日（金）�

１月１３日（火）～ １月１６日（金）�

岡山地区�
ウィズセンター、西日本電子計算学院第１ビル�

ウィズセンター、西日本電子計算学院第１ビル�

受　講　期　間 �

�

会　　　　　場� 申 込 受 付 期 間�

受　講　期　間 �

�

会　　　　　場� 申 込 受 付 期 間�

●再就職応援コース （再就職のチャンスは準備している『あなた』のところへやってきます!!）�

●夢実現応援コース （あなたの活躍の場、 みつける、 つながる、広げる!!）�

　ウィズセンターでは、センター主催の講演会や新刊図書のご案内、内閣府等の情報をいちはやく

皆様にメールマガジンでお届けしています。�

　ご希望の方は「メルマガ希望」として本文に住所、氏名を明記のうえ danjo@pref.okayama.lg.jp 

に電子メールでお申し込み下さい。お申し込みはウィズセンターホームページからもできます。�

　配信は毎月１回（1５日頃）行っています。�

　・ホームページアドレス　http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/danjo/�

※携帯電話では文字数制限等によりご覧いただけない場合がありますので、携帯アドレスへはｉモード

対応版のウィズセンターホームページの「更新」をご案内いたします。�

メールマガジン�
配信のおしらせ�
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●平成１９年度 男女共同参画地域フォーラム （実績）�

ウィズセンターでは市町村との共催により、男女共同参画社会の実現に向け、県内各地域でフォーラムを開催しました。�

１０月２０日（土）�

�

�

１１月１１日（日）�

�

�

１１月２５日（日）�

�

�

１月１８日（金）�

�

           �

１月１９日（土）�

�

�

１月２０日（日）�

�

�

２月１０日（日）�

�

�

２月２４日（日）�

内　　　　　　　容　　　　　　　等�開　催　日�

井 原 市 �

�

�

玉 野 市 �

�

�

総 社 市 �

�

�

奈 義 町 �

�

�

赤 磐 市 �

�

�

真 庭 市 �

�

�

瀬 戸 内 市 �

�

�

笠 岡 市 �

開　催　日�

講　演：「誰もが自分らしく生きるために」�

講　師：白石　真澄（関西大学政策創造学部教授）�

�

講　演：「きっと毎日が楽しくなる！　心地いい家族のカタチ」�

講　師：山田　　亮（スーパー主夫）�

�

講　演：「熱中時代宣言 ～４０歳を過ぎてからの夫婦・親子愛～」�

講　師：太川　陽介（俳優）�

�

講　演：「私らしく、自分らしく」�

奏　者：桂　　七福（落語家）�

�

講　演：「女房が宇宙を飛んだ　～女性の生き方、男女の新たな共生～」�

講　師：向井万起男（慶應義塾大学医学部准教授）�

�

講　演：「変わる勇気、変える勇気　～男女共同参画社会づくり～」�

講　師：辛　　淑玉（人材育成コンサルタント）�

�

人形劇：「人形劇で笑って学ぼう女性の生き方」�

講　師：ねぎぼうずSAYO（人形一人芝居）�

�

演　奏：「すてきにパートナーシップ　すてきにハーモニー」�

　　　　　～ヴィオラとピアノの調べにのせて～�

出　演：沖田　孝司（ヴィオラ）・千春（ピアノ）�

受 講 生 募 集 �

日　　時 ： ５月２０日（火） １０：３０～１２：３０�

講　　師 ： 北村 年子さん�

�

会　　場 ： ウィズセンター�

定　　員 ： ５０人 （先着順）�

受 講 料 ： 無料�

申込期限 ： ５月１７日（土）まで�

申込方法 ： 電話、ＦＡＸ、はがき、Ｅメール（danjo�
@pref.okayama.lg.jp）で ①氏名

（ふりがな）②電話番号 ③「子育
て支援講座」希望とお知らせ下さい。�

そ の 他 ： 託児あり （無料・要電話予約、５月�
１３日（火）締切）�

申込・問合先 ： ０８６－２３５－３３０７ （ウィズセンター）�

●子育てママのための�
　「もっと自分を好きになる講座」�日　　時 ： ４月１９日（土）�

　〔第１部〕 講演　１３：３０～１４：５０ （定員１２０人）�

　　　　　「介護にんげん模様」 ～少子高齢社会の「家族」を生きる～�

　　　　　　講師 ： 春日 キスヨさん （松山大学大学院 人文学研究科教授） �

　〔第２部〕 実技指導　１５：００～１６：３０ （定員７０人）         �

　　　　　「家庭で役立つやさしい介護」�

介護を受ける人にとって優しく、介護をする人の負担も軽減される介護

のコツを学びます。�

　　　　　　講師 ： 江里 美代子さん （赤十字家庭看護法指導員） �

会　　場 ： ウィズセンター�

受 講 料 ： 無料�

申込期限 ： ４月１６日（水）まで。 （先着順）�

申込方法 ： 電話、ＦＡＸ、はがき、Ｅメール（danjo@pref.okayama.lg.jp）�

で ①氏名（ふりがな）②電話番号 ③講演会のみ・実技指導

のみ・講演会及び実技指導のいずれかをお知らせ下さい。�

そ の 他 ： 託児あり （無料・要電話予約、４月１２日（土）締切）�

申込・問合先 ： ０８６－２３５－３３０７ （ウィズセンター）�

●男女で学ぶ介護講座 講演と実技指導�

講演と自己尊重トレーニング�

本当はもっと子どもにやさしくなりたい�

自分をいいお母さんと思えない…�

子どもにイライラするときどうしたらいいの？�
か す が �

え�り� み� よ� こ�

きた�むら� とし�こ�

ルポライター、フリージャーナリスト、自己
尊重トレーニング・トレーナー�（　　　　　　　　）�



「若者向け男女共同参画啓発キット」「若者向け男女共同参画啓発キット」についてについて�

※画面はイメージであり、内容やデザイン等は変更する可能性があります。�

図書�

地球を救うモノづくり、まちづ
くりのヒントが見つかるビジネ
ス本。会社や社会をＬＯＨＡＳに
変えるために欠かせない３０の
ポイントや、ＬＯＨＡＳ的と言え
る企業・団体・自治体の事例が
紹介されている。�

『日本をロハスに変える30の方法�
－BUSINESS LOHAS－』�

・NPOローハスクラブ 著�

・講談社（２００６年）�

フード・マイレージとは食べ物
の量×運ばれてきた距離のこと。
世界最大の食料輸入国である
日本に住む私たちの「食」とい
う身近な問題を通して、持続可
能な社会の実現に向けて進ん
でいくために、地球環境を考える。�

『フード・マイレージ�
－あなたの食が地球を変える－』�

・中田哲也 著�

・日本評論社（２００７年）�

図書�

「モッタイナイを国際語として
広めましょう」と世界各地で呼
びかけているノーベル平和賞
受賞のケニア人女性ワンガリ・
マータイが「グリーンベルト運動」
について著した邦訳本。彼女
はいかに貧しい農村女性を励
まし、政治腐敗と闘ってきたのか。�

『モッタイナイで�
地球は緑になる』�

・ワンガリ・マータイ 著�
・福岡伸一 訳�
・木楽舎（２００５年）�

～ 未 来 の 地 球 の た め に 今 私 た ち が で き る こ と ～�

図書�

戦争や環境破壊の問題は間接
的ではあるが、私たち市民が解
決する責任を負っていると言
えるかもしれない。社会のしく
みを変えることができる貯金・
買い物・投票行動・エネルギー
消費などの具体的な方法を提
案する。�

『戦争をやめさせ  環境破壊をくい�
とめる  新しい社会のつくり方』�

・田中優 著�

・合同出版（２００５年）�

図書�

「若者向け男女共同参画啓発キット」「若者向け男女共同参画啓発キット」についてについて�「若者向け男女共同参画啓発キット」「若者向け男女共同参画啓発キット」についてについて�「若者向け男女共同参画啓発キット」「若者向け男女共同参画啓発キット」についてについて�「若者向け男女共同参画啓発キット」について�

　昨今、男女の対等なパートナーシップに対する認識不足が原因とみられる若い男女間における暴力などが問

題となっていることなどから、特に若者を対象とした男女共同参画の意識の醸成が課題となっています。�

　そこで、県では、若者向けの「男女共同参画啓発キット」を作成しました。�

キットでは、男女共同参画に関わる様々なエピソードを通じ、「男女共同参画」とはどういうものかをゲー

ム感覚で楽しみながら学べるようになっています。�

　また、「デートＤＶ」や「性別による固定的な役割分担

意識」など、あらかじめテーマを選んで、エピソードや関

連資料を表示できる「プレゼンテーションモード」の機能

もあるので、研修会等において活用することも可能です。�

　なお、このキットは県内の高等学校に配付するほか、４

月上旬には、男女共同参画課ホームページでも公開する予

定です。�

●男女共同参画課ホームページ�

URL：http://www.pref.okayama.jp/soshiki/�
kakuka.html?sec_sec1=２６�

�
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古紙配合率１００%再生紙を使用しています�

ウィズ春号 （vol.４４）　２００８年３月発行�

編集・発行／岡山県男女共同参画推進センター （ウィズセンター）�
〒７００―０８２１ 岡山市中山下１―８―４５�

ＮＴＴクレド岡山ビル１７階�
ＴＥＬ（０８６）２３５―３３０７㈹　ＦＡＸ（０８６）２３５―３３０６�
Ｅメール：danjo@pref.okayama.lg.jp

開館時間�

休 館 日�

ホームページ�

相談員による 
一般相談�
就業相談�

特別相談�
（予約制）�

電　　話�

交通案内�

ウィズセンター利用のご案内�

岡
山
駅�

県庁通り�

郵
便
局�

天
満
屋�

岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル�

西
川
緑
道
公
園�

島屋�

NTTクレド�
岡山ビル１７階�

電車通りからお入りいただき、
高層用エレベーターをご利用
ください。�

センターへのご意見はご遠慮なくハガキ・FAX・Ｅメールまたはセンターの提案箱へ�

火～土曜日／９：３０～２０：００�
日 ・ 祝 日／９：３０～１７：００�

弁護士による法律相談／原則第２・４金曜日�
医師によるこころの相談／原則第１・３金曜日�
医師によるからだの相談／原則第１土曜日�

０８６―２３５―３３０７ （代表）�
０８６―２３５―３３１０ （一般・特別相談）�
０８６―２３５―３３０９ （就業相談）�

岡山駅から徒歩１０分�
バ　　ス／ＮＴＴ岡山前下車すぐ�

天満屋バスターミナルから徒歩２分�
市内電車／清輝橋行き 郵便局前下車すぐ�

http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/danjo/

月曜日及び年末年始�

火～土曜日（祝日を除く）／９：３０～１７：００�
 （受付は１６：３０まで）�

�

●図書・ビデオの貸出�
●人材情報・各種団体の
活動情報の提供�

●男女共同参画に関する
資料の閲覧�

情報�
提供�

�
●男女共同参画に関する
各種講座の開催�

各種�
講座�

●就業相談�
●就業に役立つ講座の実施�
●就業に関する情報の提供�

就業�
支援�

�
●各種団体へ活動・交流
の場と機会を提供�

●女性の相談員による生
き方・家族や夫婦など
の悩みの相談�

●弁護士・医師による相談�

相談�

交流�

●情報誌の発行（年4回）�
●メールマガジンの配信�

（毎月）�
広報�

男女共同参画社会とは、男女
の人権が等しく尊重され、お
互いが支えあい、利益も責任
も分かちあえる、いわば、女性
と男性のイコール・パートナ
ーシップで築き上げるバラン
スのとれた本当に豊かな社会
です。ウィズセンターはこう
した男女共同参画社会づくり
を推進していくための施設です。�

ウィズセンターの紹介�

ＤＶ防止法に基づく「配偶者暴力
相談支援センター」としてＤＶ被
害者からの相談や情報提供を行っ
ています。�

ウィズセンター運営委員、センター情報誌「With」編集委員

などで活躍中のお二人から、センター利用者としての声をい

ただきました。�

利用利用者からのメッセージ�
m e s s a g e

土屋　瞳　さん（倉敷市）�

　私が住んでいる真備町からウィズ

センターまでは結構遠いのですが、

センターへ来ると県内各地での講演

会や研修会の情報が手に入り、聞き

たい、参加したいと思っていた講演会等への参加が叶

うのでとても便利です。また、「With」の編集作業に

携わり、会議の中で皆さんと男女共同参画について楽

しく意見交換を行っています。これからも、ウィズセ

ンターを大いに活用し、地域での活動へ繋げていきた

いと思っています。�

つち�や� ひとみ�

財部　順子　さん（岡山市）�

　男女共同参画というと、硬そう、

難しそうというイメージですが、ウ

ィズセンターで行われている様々な

講座に参加して、社会で活躍する素

敵な講師と出会い、元気・勇気の元をたくさんいただ

いています。電話やＥメールで簡単に申し込みができ、

男女共同参画社会やジェンダーを知らない方でも理解

しやすい内容ですので是非参加してみてください。セ

ンターの職員の温かい雰囲気と優しい笑顔にまた行き

たいなと感じられます。�

たからべ� じゅん�こ�

岡山県男女共同参画推進センターのホームページはこちら　https://www.pref.okayama.jp/soshiki/187/

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/187/

